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（論文内容の要旨） 
 
 数年前、布目象嵌技法の一つである肥後象嵌の展示会を見る機会を得た。つや消しの黒い鉄の地に、
輝く金と銀の象嵌のコントラストに強く心をひかれた。それ以来、さまざまな金属材料を使った布目象
嵌の作品を数多く鑑賞するにつれ、この技法独自の美に魅了されていった。この技法を学び、自分のジ
ュエリー創作にこの技法を使いたいという強い思いが、本研究へとつながったのである。本論文では、
この技法の研究を通して得た成果をもとに論じている。 
 本研究論文は、以下のように構成されている。 
 第１章では、本論の研究テーマである布目象嵌を紹介した。まず、布目象嵌とはどんなものかを説明
し、また本論の全編にわたる技術的な説明を理解しやすくするために、布目象嵌技法に使われる専門用
語や主要な道具の名前などを定義した。次に布目象嵌技法史の概略を記した。そこで、まず広義に「象
嵌」という用語と、その用例の一つであるメソポタミアの作品を紹介した。布目象嵌技法の起源は明確
ではないが、その例を挙げ、さらに布目象嵌の作品例をヨーロッパから日本へとたどりながら検討した。
この技法は古くからヨーロッパやアジアで鎧や武器の装飾に広く使われており、この種の工芸品の実例
を挙げて紹介した。 
 第２章は、本研究を通して学んだ布目象嵌の技術的な工程に関する記述をした。本研究作品に使用し
た金属の着色および仕上げについても検討した。まず、作品制作のための道具の使い方、金属材料とそ
の一般的な特徴を記した。続いて、基本的な布目象嵌技法の各工程を順に説明した。最後に、鉄、銅や
銅合金の地金を使用した作品の仕上げの手順に言及し、本章を締めくくった。 
 第３章は、「東」と「東から東へ」という本研究作品の二つのジュエリー・シリーズに関する論述であ
る。まず、ジュエリー制作に布目象嵌技法が最適であると考える理由、たとえば、使用する金属材料が
軽量であり、大きなサイズのジュエリーでも着用できること、また、模様を自由自在にデザインでき、
表現の可能性が広がることなどの利点を考察することからはじめ、続いて作品のテーマ「光の性質の表
現」という発想の由来を説明した。このテーマに沿ってどのように各ジュエリー作品の形とその表面を
飾る模様が生まれたかを述べた。そして、ジュエリー・シリーズの作品タイトルがもつ意味も説明した。 
 ここから本研究作品制作の実践面に論を転じ、布目象嵌技法の実験を兼ねた試作品作りから本作品完
成までの、作品を制作するための主要な手順を記述した。 
 試作品を参考に地金の形や大きさ、象嵌の材料や方法を決定し、道具や仕上げの方法を選ぶなど、ジ
ュエリーのデザインが生まれて作品ができるまでの過程や、着用者の服と象嵌の表面の両方を保護する
ような金具のデザインを選ぶなど、作品の機能や用途などへの考慮も説明した。 
 本章の最後の節では、二つのジュエリー・シリーズの各作品について具体的に論じた。まず地金の形
やその表面の模様を選択するために用いた基準、たとえば、ブローチの地金は空間を走る光のかけらを
表現するために非対称形、ペンダントの地金は自然の光源を象徴するという意図をもって対称形に、模
様もそれぞれの表現に合うものに、などといった基準を示した。模様の発想源となった写真もここに掲
載した。続いて、一つ一つの作品のために行なった、布目象嵌技法および彫金技法の実験について記述
した。 
 実践的な制作方法や技術面から一歩離れて、結論では、ジュエリーの新しい表現を模索するために布
目象嵌技法を使った目的を再考察した。布目象嵌技法がもたらす効果の多様化や可能性の拡大のための
実験、伝統的な布目象嵌の外観とは異なるものを創造するための試みをまとめた。最後に、単にジュエ
リーの一部に布目象嵌を用いるのではなく、布目象嵌を主役にしたジュエリーという表現形式は、美術
館の壁から芸術作品を外へ解き放ち、多くの人の目に触れるという利点があることを挙げて論を結んだ。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 申請論文は彫金技法のひとつである布目象嵌について、その歴史、材料、技法を概観した上で、さま
ざまな実験を通してその効果を追求し、申請者のジュエリー制作に用いるために行なった研究成果をま
とめたものである。 
 布目象嵌とは、鏨で地金に布の目のような溝を加えたところに別な金属を埋め込む技法であるが、日
本では鍔などの刀装具の装飾技法として古くから行われ、現在も京都、肥後、などでの伝統工芸の重要
な位置を占める技法である。申請論文は、申請者がこの技法を自らの作品の主役に据え、ジュエリーと
いう身につける芸術作品のための表現ととらえ、提出作品それぞれの完成に至るまでの発想源から具体
的な経過とその過程で行った工夫の報告記録とみなすことができる。具体的には、地金に埋め込む紋金
の素材の厚みの工夫、地金や紋金の表面のマチエール、異なる金属の併用、紋金の縁を溶かす効果など、
さまざまな表現効果を探究し、作品に結び付けている。 
 本研究により得られた研究成果は、申請者が本学在籍中に行った実験の結果により、提出された作品
に用いた完成度の高い技法による表現効果にあるといえよう。布目象嵌を単なる表現のための技法とし
て使用することにとどまらず、技法そのものの展開に意欲的に取り組み、多彩に繰り広げられる可能性
を示した試みとして評価できる内容である。 
 以上のことから、本申請論文は博士（彫金）の学位を授与するのに相応しいと判断するものである。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 布目象嵌によるブローチ５点、ペンダント６点の提出があり、それをもとに審査した。 
 布目象嵌は、絹のように細かな目切りによる平象嵌のような表現としてなされる場合もあったが、現
在では荒い目切りによる布目のテクスチュアーを活かして表現される場合がほとんどである。この研究、
及び制作された作品も布目のテクスチャーを活かし、さらに本人の工夫を加え試行したものとなってい
る。技術的には、布目象嵌技法は各々の産地や作家・職人の系統で道具や手順の違いがあるが、提出さ
れた作品を見ると東京藝術大学の彫金技術を根底に研究を重ねながら産地訪問も踏まえ、自分なりの布
目象嵌の手法としてまとめたことが窺える。布目のテクスチュアーだけでなく、彫り鏨や打ち鏨のテク
スチュアーを加え新しい表現として作品を構成出来たことは評価に値する。また、ひとつひとつの作品
の造形や意匠をとってみても、本人の思考が明快に表現されて魅力を感じさせる。ジュエリー作品とい
う点ではペンダントの金具やデザインの工夫に本人の高い研究姿勢が感じられ、実用の面において十分
な注意が払われ、完成度の高い作品であるといえる。あわせて、素材についても、各種四分一や赤銅、
銅、黄銅(真鍮)、鉄、銀、また金も14金、18金、純金と多種多様に組み合わせて体験した事も、好まし
い研究成果としての作品にしている。 
 以上の見地から、彫金研究領域における博士後期課程として水準以上の作品であると評価する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本申請は数ある象嵌技法の中でも布目象嵌技法に着目し、その原点を探りながら技法研究を進め独自
の創意工夫によりジュエリー作品としてまとめたものである。この技術は現在、京都、熊本において江
戸時代初期から継承されており、経済産業省の伝統的工芸品として認定されているものである。それら
の技法をはじめとして東京藝術大学に伝わる技法、さらには人間国宝の布目象嵌師として工芸界に多大
な影響を及ぼした鹿島一谷先生の技法を基本として展開している。 
 本研究では象嵌される地金に鉄、銅、真鍮、又日本独自の合金である白四分一、黒四分一、上四分一
とさまざまな地金を用い、その上に純金、18金、14金、又紋金としては通常用いない赤銅を配し、実験
的な試みとしてまとめている。各素材で硬さ等も違うため、目の切り方、紋金の厚さ、最後の仕上げ工
程もテストピースで充分試行され秀れた作品となっている。着用性も熟慮されており金具の付け方、チ
ェーンの造形等細部にもこだわった作品で装身具として高く評価するものである。 
 申請論文も象嵌の起源よりはじまり、研究のため訪れた各地の象嵌の作例等を取り上げ布目象嵌をわ
かり易く紹介している。さらに一般的な工程、提出作品の発想、技法、特徴がていねいに記されている。
特に技法においてはテーマに合致する素材、表現を探り、それぞれの作品が新しい展開を見せ異彩を放
っている。 
 本研究により得られた成果はこの技法を研究する人達の指針となるばかりでなく地場産業も含め社会
連携にも大きく貢献するものである。以上のことから本申請は博士(彫金)の学位を授与するのに相応し
いと判断できる。 
 
